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　　　　　　　　ま　え　が　き

　ヂューリップ種子の発芽に関しては，これまでの実験

において（1x・），まず種子形態分類Aユ型の発芽開始期間は

5oC垣温下30～50日間で，この期間は種子系統により一

定で牟ることを明らかにした（基本発芽開始迄期間一適

温の積算日数で表現することにする）．ついでこの発芽

開始迄期間は温度の影響を受けやすく，育種操作上従来

行われてきた圃場播種の際の発芽不整は，Iこの温度の変

温条件の影響により起ることを推定するに至った（5）．ま

た育種的見地からは，この変温条件の解明は，育種年限

短縮操作確立上の重要事項となることを示した（2）（3×4×5）。

　そこで，変温の発芽におよぽす影響を調べた．

　すなわち，先報においては（・），発芽適温5oCと高温

（15～25oC）の組合せによる変温一回の発芽処理を行

なった場合，発芽開始までの適温積算日数は，その際の

高温処理期間が短く，その上変温処理時期が発芽処理初

期であるほど，高温による影響を受けやすく，基本発芽

開始迄期間を延長する結果を得た。

　今回は適温と高温の組合せによる変温の連続繰り返し

処理により，種子の発芽生理機構を探究しようとした．

　　　　　　　　　材　　　　料

　種子は第1表に示すように，交配当年の3系統（交配

組合）で，これら交雑種子おのおのについて，種子形態

分類A1型を選び用い一処理に／5粒を供試し，それを2

．～3個のシャーレに分けて発芽試験を行なった．なお発

芽率はそれら2～3回の平均値をもって示すことにした。

　　　　　　　　実　験　方　法

　変温処理は第1，2，3図に示すように，高温処理（20

oC）から始める場合と適温処理から始める場合とに分

け，．おのおのについてNo．1～5およびNo．I～Y．の5

処理小区を設けた。

1午拭I標準区午高温処理を行なわない処理小区

No0を設けたが，これは適温5oCの垣温下に常時お

汗ものである・また処理少区岬け4およびNα

L平1’Vについて発芽開雛変温処理帥止し・以後
適揖市に放置する区を設けた．これは発芽熊カにおよぽ

す変温の影響を調ぺるための毛のであち．’一’

　　Tab1e　l　　Combmat1on　of　Crossmg

Str ain No. ~ 
6
 

Year of 
Cross. 

61 1 1 Ismari Gretha Bankemper 1 961 

61 1 4 Ismari Possin ll 

61 1 5 Possin Black Eagle ll 

　　　　　実験結果ならびにその考察

　発芽に関しては，第1，2，3図および第2，3表に

示すように，3系統いずれも同様の煩向を示したので以

下の説明は，主としてNo，611／系統癌子の場合につい

て述べる．

　　（1）　（高温十適温）組合せによる変温処理

　第1，2図および第2表に示すよち’に，発芽開始まで

の日数は，変温組合せ内の高温処理／0日間に対して，適

温の連続処理期間の最も長い処理小区No，4，5では50

日間で，標準区と変らないが，適温の連続処理期間がこ

れらより短くなるにつれ，発芽開始までρ日数は長くな

り，適温の連続処理期間の最も短い処理小区No．／では

1ア0日の長期間となっている。

　このような傾向は発芽開始までの適温に関する積算日

数についても同様で，処理小区No－4，5では40日で標

準区とほとんど変らず，これらより適温の連続処理期間

が短くなるにつれ，積算日数は大となり，処理小区No．

1では80日となっている．
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　また，発芽勢についても同様の傾向が認められ，発芽

開始時ならびに発芽終了時の発芽率は，処理小区Nα4，

5では標準区とほとんど同程度の良好な発芽を示してい

るが，これらより適温の連続処理期間が短くなるにつれ

発芽率は低下し，処理小区No．1／では発芽開始時約10％

発芽終了時約50％の発芽率を示し，きかめて不良一となっ

ている．

　その他，一発芽開始より一終了までの発芽期間について毛

同様の煩向が認められ，処理小区Nα4，5では標準区

とほとんど変らぬ50日．閻を示しているが，これらより適

、温の連続処理期間が短くなるにつれ発芽期間は長くな

り，処理小区・No．11では110■日間となっている．

　（2う　　（適温十高温）孫昼合世苛こよ1る凄彗潅蜘里理

　第1．，3図およぴ第2表に示すように，発芽開始まで

の巳数は，変温組合せ内の高温処劃0日澗に対する遭温

の連続処理期間の最も長い処理小区卿o．Ψ，Vでは50

日間で標準区と変らず，こ・れらより適温の連続処理期間

が短く」なるにつれ，発芽開始までの巳讃は長くなり，適

温の連続処理期間の最も短い処理小区双o．Iではて20日

澗一となってわ’り，揃項の傾向と全く伺様である。

　このような僚向は，発芽開始までの適温に関する積算

日数についても同様であるが，’処理区間の差はあまり大

きくなく，前項の結果より変温の影響は小さい．

Fjg．2 lRだ虹t1on　between　the　Percen㎏ge

of　Germ1nat1on　and　Days　after　the

Beg1nmng　of　Geri＝n1nat1on

By　the　Tτeat欄血t　coinb1ned　w1th　the

○批1蜘u測　Te皿ユp　a紅d．H1gh餅Te㎜p

（Stra＆皿No　6／11）

　すなわち，．処理小区No．W，Vでは50日で，．標準区

と変らず，適温の連続処理期間の最も短い処理小区No

Iでも60日となっているにすぎない．

　また，発芽勢についても，大体同様の傾向が認められ

るが，処理小区No．I．のみは異なり．，前項の場合と同様

．に極度の発芽率の低下を示し，発芽期間も長くなり，強

一い高温の影響が認められる．この上うな変温の影響は，

第1図および第3表に示すように他の系統種子にも同様

に認められ，No．6／14系統種子の場合には，その影饗が

最も強く，全く発芽はみられない．

　（3）発芽能加こおよぽす影響

備2，る図に示すよう牝，発芽開始後直ちに変糧処理

音申止して以後適温下に常時置かれたものは，発芽開始

時の不良な発芽率にもか㌧わらす以後発芽率は上昇し，

発芽終了時にはほとんど標準区に近い発芽率を示すに至

っている。



Table2
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Effect　of　the　A1tematエon　of　Tempαature　up⑨n　the　Germmat1on　of

　　　　Tu1ip1Seed＝s　　（Strain，Nq61／1Seeds）

Treat㎜ent　Group　（p1ot　number）　　0 2 5 4 5 I 皿 皿

一111一

w V

lLength（days）t111begmnmg　germ

under　h1gher　temp

under　opt1mu血temp

10　　90

50　　80

Length　（days）t111beg1nn1ng　germ　　　50　　170

Percent　Germ．（％）

　　at　the　beglnn1ng

　　at－the　end

Germ1nat1on（days）

30，0　　10．0

100，0　　50．0

40　110

30

60

90

10，0

80．0

100

20

50

70

10，0

80．0

60

10

40

50

20，0

90．0

50

10

40

5⑰

20．0

100．0

50

60

60

120

20，0

30．0

70

30．

70

100

20．0

ア0．0

60

20

60

80

40，0

90．O

80

10

40

50

10，0

70．0

50

0
50

50

10，0

90．0

50

　すなわち，処理小区Nα3，4および皿，yのように

変温処理の影響の少ないものについては，変温処理区と

ほとんど変らぬ発芽をたどり，その差は顕著でないが，

処理小区No・1およびIのように変温処理の影響の顕著

なものについては，変温処理区との間に大きな差がみら

れる。これは変温処理の発芽能力におよぼす作用は致死

的でなかったことを示すものと考えられ，変温の種子発

芽におよぼす影響の生理的機構の一端を示すものであろ

う．今後，高温処理期間を延長することにより，さらに

この方面の探究を試みる必要が痛感される．

　以上の結果より，変温の発芽におよぽす生理的影響

は，変温組合せ内の高温処理10日間と組合される適温の

処理期間の違続程度により異なり，その違続期間が，発

芽に必要な適温に関する積算温度日数（基本発芽開始迄

期間）に近い程，変温の影響は小さく，反対にその連続

期間が短く，従って高温と適温との組合せ処理が，ひん

ぱんに繰り返される場合には，変温の影響は大となって

あらわれ，発芽期間の延長，発芽率の低下を示すように

なるものと推定される．

　その他，このような傾向は変温の温度組合せ方法によ

ってもその程度を異にし，一般に（高温十適温）処理に

くらべて，（適温十高温）処理の場合に変温の影響が少

なくないことがうかがわれるが，種子系統により不明な

場合もあり，さらに検討が必要である。

　また，以上の結果は，先報（5）の結果（第4図）を再確

認させるものであり，変温条件の連続処理により生ずる

影饗は，一回処理の場合の拡大的結果と推定されるもの

である。

　一方，変温の発芽能カにおよぼす作用程度について

は，発芽能力を阻止させるものとは考えられず，たs一

時的に発芽が抑制されるが，変温処理を申止することに

より，ほとんど正常の発芽能力を回復し，高温処理期間

申，発芽能カは温存されていたものと推定される。
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Fig．3 Re1at1on　between　the　Percentage

of　Germmat1on　and　Days　after
the　Beg1mmg　of　Germmat1on，

By　the　Treatment　co血bmed　w1th

the　Opt1mum　Temp　and　H1gber
Temp　（Stram　No6111）
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Tab1e3 Effect　of　the　A1temat1on　of　Temperature　upon　the　Germmat1on

　　　　of　Tu1ip　Seeds　（Strain　No．6114＆6115Seeds）

Treat1ment
Group（p1ot　number）

Length（days）
　　t111beg1nmng　germ
　　　under　higher　te皿工p．

　　　under　opt1mum　temp

Length（days）
　　t111beg1mlng　germ

Percent　Germ．（％）

　　at　the　b1g1nn1ng

　　at　the　end

Germination　Term（days）

0
40

40

6，7

66．ア

40

90

80

170

6．7

6．7

0

2

30

40

70

13，3

53．3

／20

3

20

40

60

13，3

60．O

30

4

10

40

50

20，0

46．7

／10

10

50

60

46，7

60．0

40

0

0
60

60

／3，3

86．7

50

I 皿

30

60

90

20，0

40．0

70

皿1。

10

60

70

26，7

53．3

40

10

40

50

6，7

66．7

30

V

0
50

50

13，3

73．3

60
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　　　　　　　　TREATMENT　　　　　　GROUPES

Fig．4　Changes　m　the　Germmat1on　at　the

　　　　A1temat1on　of　Temperature　（1％0）

　　　　　　　　　摘　　　　要

　チューリップ種子の発芽におよぽす影響要因の一つと

して変温条件をとりあげた．

今回行なった適温（ポC）と高温（20o　C）の組合せ

による変温粂件の連続繰り返し処理により，次の諸項が

明らかとなった。

　1．変温条件の発芽にわよぽす影響は，一回処理より

も，連続繰り返し処理により明確に示された．

　2．変温処理により，発芽開始までの日数および発芽

期間は延長され，発芽勢は低下した．

　3．その程度は，変温条件内の適温に関して，その連

続処理期間の長短に関係があり，その期間が短い場合に

影響は大であった．

　4　変温の作用は，発芽能力を阻止するようなもので

はなく，発芽の活性度を一時的に停止あるいは抑制する

程度のもので，発芽能カは変温処理期間申でも充分保持

されているものと推定された。

　　　　　　　　引　用　文　献
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S阻㎜醜町

　In　the　prev・1ous　paper，tbe　author　reported　that　the　optユmum　temperature　for　the　gern工1nat1on

of　the　tu11p　seed．s1s　5oC　and．the　beg1nnmg　of　the　germユnat1on　starts　after30－50　days1ong

yarymg　w1th　the　stra1n　of　seed．s

　On　the　other　hand　the　a1temat1on　of　temperature1s　1nf1uenced－from　th1s1ength　t1n　the

begmn1ng　of　the　germ1nat1on

　Judg1ng　froヱn　th1s　phenomenon　the　author　suggested　that　one　of　the　obstac工e1n　case　of　the



樋浦　巌　チューリップ種子発芽におよぼす変温の影響 一15一

tu11p　breed1ng　by　the　seed11ng　method1s　caused　by　the　a1ternat1on　of　tem．Perature　ユn　the

germ1nat1on　term，and，the　shorten1ng　of　the　breed1ng－cyc1e1s　atta1ned　part1auy　by　the　solut1on

of　the：mechan1sm　of　the　germユnat1on

　　In　the　f1rst　exper1ment（5），　the　auth01　recogn1zed　that　the1nf1uence　for　the　germ1nat1on　by　a

s1ng1e　round　treatment　of　the　a1temat1on　of　temperature　combmed　w1th　the　optmum　temperature

（5．C）and　the　h1gher　temperature（20．C）was　expressed．by　the　pro1ongat1on　of　the　bas1c1ength

t111the　beg1nn1ng　of　tbe　germ1nat1on　（that　bas1c1ength1s　obta1ned　by　the1ength　t111the　b1g1nn・

mg　of　the　germmat1on　mder5℃），name1y　the　mtegratmg　d．ays　md．er　the　optmum　temperature

t111the　beg1mmg　of　the　germnat1on　was　affected　bad1y1n　proportlon　to　the　length　of　the　treat－

ment　of　the　hlgher　temperature　w1th1n　the　scope　of　a1temat1on　of　temperature

　　Then　m　th1s　paper　the1nf1uence　of　successwe　treatment　by　the　a1ternat1on　of　temperature

was　exammed．and　the　fo11ow1ng　iacts　were　c1ar1f1ed

　　l　The　mf1uence　on　a　smg1e　round．treatment　of　the　altemat1on　of　tem．Perature　was1ntens1f1ed

by　the　successive　treatment．

　　2　The1ength　t11ユthe　begmn1ng　of　the　germmat1on　and，the　germmat1on　term　were　pro1onged，

and　the　gern11nat1on　energy　fa11off　bad1y

　　3　In　case　of　the　shorter1ength　of　the　treat㎜ent　of　the　opt1mum　temperature　w1th1n　the　scope

of　a1temat1on　of　temperature，1ts　mf1uence　for　the　germmat1on　was　remarkab1e

　　4　The　act1v1ty　on　the　ab111ty　of　the　germmat1on　was　not　checked，but　coutro11ed．temporar11y

by　the　a1temat1on　of　temperature　The　ab11並y　of　the　germmat1on　reco▽ered　noma11y　as　soon　as

the　treatment　of　the　a1temat1on　of　temperature　was　taken　away




